































あるJ(a. a. 0.， S. 20)。
『資本論』第 1部第 l章の「第 4節 商品の物神崇拝的性格とその秘密」



































































































ないことから， I協同組合的所有J(MEW， Bd.19， S. 22) も形態的には
















































































































シャフトの相違については，望月清司 ([6J113~ 1l 4ページ，および， 261 ~382ペー
















































産することができるようにする，ということであるJ(KI. S. 432) 0 ~経済学
批判要綱』の「生成した資本」においては， I労働の生産力の発展(労働が
一定の時間にっくり出しうる生産物量)J (Gr. S. 426)としており，この「生




























CdI. { 7} b， S. 26)。このような， I複数の諸個人の協働JCibid.)の様式とし
ての「生産力」について，エンゲルスも次のように述べている。「社会的権
力 Cdiesoziale Macht)，すなわち幾重にも屈折された生産力 CProduktion-
skraft)一一これ〔生産力〕はさまざまな諸個人の分業において制約されて





























































































































れるのと同じであるJ(Kr.[21冊， S. 1317]， S. 2160)0 iしたがって，資本
が生産的であるのは， 1)剰余労働の強制として， 2)社会的労働の生産諸
力および科学のような一般的社会的生産諸力を自己のうちに吸収する者とし
て，そして領有する者 (Aneigner)(それらの人格化)としてであるJ(Kr. [21 









































































































































































































































































































































ルクスはそれを「物質的生産諸力J(R. S. 129) と規定していると考えられる。
8 )次の表現も参照されたい「さらに資本のこの生成は，同時に，労働の外化過程，疎
外，労働自身の社会的諸形態を他人の諸権力 (Machte)として表示すること， として


























































P く P' 〈 p'
G+L =G+L =G+L' 

















































































































A (通説) B 
































ここで「分配諸関係は本質的にこの生産諸関係と同じであるJ(Kill. S. 885) こと，
そして， 1経済学批判』の「序言」の「現存の生産諸関係と，あるいは同じことの法律

















































S. 315)0 r 1) [所有一一引用者〕にたいして。生産とは，すべて，ある一つの規定さ
れた社会形態のなかでの，またそれを媒介としての，個人の側からする自然の領有(Aneig-
nung)であるJ(Gr. S. 25)。なお，この点に関しては，平田清明『市民社会と社会主義』
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